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小さな子どものための

おさんぽ会

作・あきる野市環境委員会　森のようちえん部会

①日常のことは一時忘れてリラックス。静かな心で出かけましょう。
②お散歩中、子どもが「やりたい」気持ちを大切に、大らかに見守りましょう。
③子どもの驚き、喜び、わくわく…に心を寄り添わせましょう。

センス・オブ・ワンダーの心で楽しむ、おさんぽ

カワニナ　
　鯉川では、6月になると
たくさんのホタルが飛び
交います。ホタルの幼虫
のエサになるのが、巻貝
のカワニナです。鯉川に
は、それだけたくさんの
カワニナもいるというこ
とです。

ツマキチョウ　
　春になってモンシロチョウが飛び始めまし
た。モンシロチョウによく似ていて黒い筋が
目立つのがスジグロシロチョウ。少し小さ目
で、羽の先がとがっているのがツマキチョウ。
オスの翅の先は、その名の通り鮮やかな黄色
をしています。



第３４回おさんぽ会（菅生地区の鯉川） 

★平成３０年４月１４日（土）くもり 

参加者：９組２４人 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境委員会森のようちえん部会、あきる野市環境政策課） 

☆参加者の感想（抜粋） 

子どもの様子は？ ・アリ、テントウ虫、綿毛、花などを発見し「虫いた―‼!」と楽しそうでした。（女・３才） 

・普段この様な散歩をしないので、たくさんの植物や虫に触れ合うことが出来、とても楽し

そうでした。小学生のお姉さん達にも遊んでもらって嬉しそうでした！（女・１才） 

・上の子は上の子で、自分のペースで楽しめていたので嬉しいです。いつもは、どうしても

下の子のペースになってしまうので。（女・２、７才） 

保護者の方は？ ・普段見る何気ない景色を掘り下げて見られ楽しめた。（無記名） 

・春の花が色鮮やかで、ピンクや黄色など、目で見て楽しめました。（男・５才、女・２才） 

・楽しかったです。家族でまた来たい。（男・５才） 

その他（意見・感想など） ・子供と２人だと、こんなに川のそばまで下りて散歩したり、草むらでおやつを食べたり

出来ないのですごくよかったです。（女・１才） 

・クレソン、ヨモギ、カモミールが生えていてびっくりしました。（男・５才、女・２才） 

 

春の小川の 
おさんぽ 


